










工学 部 岡 田 東 一(5052)
使い捨てに慣れ切 った若い世代の人 々に も従来か ら自己矛盾的 フィーリングが少しはあうたらしくて最
近の"省 エネめのかけ声に アレルギーを示 さな くなって来た ことは喜ば しいことである。折 しも文部省
では昭和55年 度 よ りエネルギーに関す る:二つの基礎研究 として"新 エネルギー源開発}と"省 エネル
ギー"に 関す る二つの特別研究 を発足 させることを決めた。 この内低温工学 に密接 に関係す る研究分野
として前者では核 融合用超電導 マグネッ ト技術の開発,後 者 では超電導 マグネ ットによる電気 エネルギ
ー貯蔵の研 究が重要テーマに上 っている。これ らはいずれ も今後10年 にわた る長期研究 であって,こ
の特別研究により真に有効 な成果 があが り資源の乏し き我 が国の前途 に眺望 が開け て くるよ うになるこ
とを期待 したい ものである。
筆者は1971年 頃よりMCFR(磁 場 閉じ込 め方式核融合炉:Magne瓶cConfinement
FusiOn:ReaG七〇r)の ための超電導 マグネッ ト(以下SGMと 略記)に ついて主 として材料学 的
立場か ら研究を進めて来た ものであるが,こ の:方式での核融合 エネルギー開発の1要 素技術を通 してみ



























㈱ 極低温で ⑥ 高応力 ◎ 放射線
とい う環境下で使用される。従来は絶縁材 として有機材料の旗頭としてエポキシが多用されて来た。そ
れはその成形性のよさと"セ ミキュァリングきという手法が使えたからである。即ち超電導導体を絶縁
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